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　　　　　　　シーズン賞受賞作品

ベストターンドアウト賞受賞作品
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撮影： 真鍋元

撮影：真鍋元

出走日 馬名 父
母 馬主 厩舎 騎手

R1.5.17 1R ゴールドホイヤー トランセンド
ベルグポルカ 岡田初江 岩本洋 阪上忠匡

R1.5.17 2R カネトシマックス ヴィットリオドーロ
グレートビーム 兼松昌男 佐々木仁 櫻井光輔

R1.5.17 3R ヴァケーション エスポワールシチー
テンノベニバラ 大岸昌浩 高月賢一 矢野貴之

R1.6.14 1R ダンディーヴォーグ ヴィットリオドーロ
ラッキーガール 志村幸彦 内田勝義 町田直希

R1.6.14 2R コガラスマル クロフネ
フェイズシフト 山口裕介 高月賢一 左海誠二

R1.6.14 3R ゴールデンオパール ノーザンリバー
アップルトウショウ 日本スタンダード㈱ 岩本洋 櫻井光輔

R1.7.5 3R アラガール シニスターミニスター
インオンザゴシップ 石井輝昭 林隆之 笹川翼

R1.7.5 4R ルイドフィーネ サウスヴィグラス
ロージーチャーム 吉田晴哉 内田勝義 赤岡修次

R1.7.5 5R トキノノゾミ フリオーソ
プラチナアリュール 田中準市 八木正喜 櫻井光輔

R1.7.23 4R ハーモニーヴォルト ヘニーヒューズ
オグリダイアン 日下部勝徳 高月賢一 森泰斗

R1.8.6 4R ワタリフレーム トゥザワールド
ラヴソースウィート 阿部作次 佐々木仁 藤本現暉

R1.8.6 5R ミナミン スピルバーグ
オルターネイティヴ 井手慶祐 内田勝義 赤岡修次

R1.8.23 5R グリーンロード パイロ
スターエンジェル 鈴木雅俊 高月賢一 森泰斗

R1.9.6 1R アクートラッシュ トビーズコーナー
カズノスカーレット 米津佳昭 山田質 笹川翼

R1.9.6 2R ルナクレスタ トゥザワールド
ツーツーエイプリル 梶原哲朗 山崎裕也 山崎誠士
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益々のご活躍をお祈りいたします！

　～東京ダービー馬ヒカリオーソ、戸塚記念優勝！～

９月４日に川崎競馬場で実施したＳ１戸塚記念
は、山崎誠士騎手が手綱を取ったヒカリオーソ（川
崎・岩本洋厩舎）が優勝しました。ヒカリオーソは、
馬主が西森鶴様、生産はヒカル牧場様。約２か月
ぶりの実戦でしたが、さらにパワーアップしたか
のような走り。東京ダービー馬圧巻のパフォーマ
ンスに酔いしれました。通算４つ目のタイトル（平
和賞、雲取賞、東京ダービー、戸塚記念）を獲得。

山崎騎手はゴール後に大きくガッツポーズをし
ました。東京ダービー馬が南関同士の戦いに挑む
プレッシャーから結果が出せた喜びと、愛する地
元の重賞レースを勝てた喜びと。コンビを組んだ中で一番緊張したレースだったそうです。

岩本調教師は騎手時代に、１９７７年の戸塚記
念をお父様の岩本亀五郎調教師が管理していたデ
ンタルプリンスで優勝しているそうで、騎手とし
ても調教師としても、同一重賞を制覇するという
偉業を達成。

今後のヒカリオーソは古馬の先輩たちに立ち向
かっていくことになります。川崎の、南関の代表
として、これからも父フリオーソのようにたくさ
んの夢と希望を運んで欲しいと思います。ヒカリ
オーソ、生え抜き馬の大きな存在です。

～トキノパイレーツ、スパーキングサマーカップ制覇！～

８月 22 日にはスパーキングサマーカップが
行われ、町田直希騎手がエスコートしたトキノ
パイレーツ（川崎・八木正喜厩舎）が念願の重
賞初制覇を収めました。馬主は田中準市様、生
産が川上牧場様。

　トキノパイレーツは中央デビュー馬で、ユニ
コーン S にも参戦した逸材。昨年夏に南関重賞
タイトルを目指し川崎へ移籍したものの、もう
少しのところで涙を呑んできましたが、１年後
に大きな勲章を手にすることになりました。「や
っと勝つことができた……」と、関係者の皆さ
んがホッとしていた姿も印象的でした。

町田騎手にとっても約５年３か月ぶりの重賞勝利だったそうです。「本当にうれしいですね。ま
だまだ成長できる馬なので、僕も一緒に成長していきたいです」（町田騎手）。

　トキノパイレーツはどのレースも大崩れが少な
く、いつも安定して走っています。まだ４歳、こ
れからの南関重賞戦線において、どんな存在にな
っていくのでしょうか。　
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撮影：佐々木光


